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４月から半田病院で勤務させていただいて

おります放射線科の亀井友志と申します。 

地域の皆さまに信頼していただける画像診

断医を目指して精進いたしますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

４月から半田病院で勤務させていただく運

びとなりました、内科の多田美穂と申します。 

一般内科のほか腎臓内科や腎センターな

ども担当させていただきます。皆様のお役に

立てそうなことがあればぜひお声がけくださ

い。何卒よろしくお願いいたします。 
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4月から半田病院で勤務させていただいて

おります、産婦人科の中川奉宇と申します。 

徳島生まれ、徳島育ちです。公私ともども

つるぎ町半田での生活を楽しみにしていま

す。 

地域に寄り添った医療ができるように尽力

いたしますのでよろしくお願いいたします。 

４月から半田病院で勤務させていただいて

おります総合診療科の廣瀬祥太と申します。 

３月に研修医を終えたばかりで至らぬ点も

あるかと思いますが地域に密着した、信頼さ

れる医師になりたいと思っております。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

４月から半田病院で勤務させていただい

ております、小児科の山口優里と申します。 

お子様とご家族に寄り添った医療を心が

けて診療させていただきます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 
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～三原さんからふるさとの病院に木彫作品の寄贈～ 
 

吉野川市在住の三原敏文さん(68 歳・つるぎ町一宇伊良原出身)から、木彫り作

品の寄贈がありました。高校の同級生であった当院の沖津先生の共通の友人から、

小児科のある半田病院に作品寄贈の話があり、

実現したものです。 

高校で美術教員を務めた三原さんは石彫作品

を多く手掛け、ふるさとの一宇や母校の脇町高

校、企業やマンションの庭園などに多くの作品を

展示してきました。今回寄贈いただいた作品は、

ご自宅で飼われていた猫をモチーフにした木彫を

中心に、手のひらサイズから大型のものまで６点

です。 

作品の搬入と設置のために来院された際にお

話しを伺いました。「若い時は石彫にのめりこみま

したが、さすがに石の細工は体力的にきつくなっ

てきました。子どもさんや故郷の病院を利用され

る方が、少しでも癒しを感じていただければとい

う思いから寄贈させていただきました。見たり触っ

たり、木のぬくもりを感じていただければ幸いで

す。」と笑顔で語っていただきました。 

作品は、病院 2 階のエレベーター前や小児科外来の廊下などに展示させていた

だきましたので、ぜひご覧ください。 

4月から入職しました大和征矢です。 

半田病院で生まれ、半田の町で育ってきま

した。半田病院で働けることを幸せに思って

います。 

一生懸命がんばりますのでよろしくお願い

します。 

作品に手をそえる三原さん。 

クスの木から掘り出したこの作品(庭にたたずむ

ネコ)は、制作に１か月ほどかかったそうです。 
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※ご意見・ご要望がございましたら、ホームページ、または院内御意見箱までお願いします。 

つるぎ町立半田病院  〒779-4401 徳島県美馬郡つるぎ町半田字中藪 234-1  

Ｔｅｌ：0883-64-3145 Fax：0883-64-4138   ホームページ https://www.handa-hospital.jp/ 


